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1   

大
学
改
革
と
Ｊ
Ｗ
Ｕ 

Ｐ
Ｒ 

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
発
足

日
本
女
子
大
学
に
は
「
Ｊ
Ｗ
Ｕ 

Ｐ

Ｒ 

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」
と
い
う
学
生
組

織
が
あ
る
。
学
生
の
「
等
身
大
の
生

の
声
」
を
幅
広
い
世
代
に
発
信
す
る

こ
と
を
目
的
に
２
０
２
１
年
５
月
に

発
足
し
た
。
こ
れ
は
本
学
が
１
２
０

周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
機
に
２
つ
の

キ
ャ
ン
パ
ス
を
統
合
し
、
現
在
ま
で

続
く
一
連
の
学
部
再
編
を
ス
タ
ー
ト

し
た
年
で
も
あ
る
。

大
き
な
改
革
の
中
で
、
本
学
が
常

に
重
視
し
て
き
た
の
は
学
生
の
声
を

聴
く
こ
と
。
同
年
に
ブ
ラ
ン
ド
ペ
ル

ソ
ナ
等
を
策
定
し
た
際
も
学
生
と
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
複
数
回
実
施
し

て
お
り
、
そ
れ
ら
の
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
「
学
生

の
声
」
を
発
信
す
る
組
織
、
Ｊ
Ｗ
Ｕ 

Ｐ
Ｒ 

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
が
必
要
と
さ
れ
た
。

2   

コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動
開
始
と
挫
折

Ｊ
Ｗ
Ｕ 

Ｐ
Ｒ 

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
１
期
生
を
２
０
２
１
年
の
３
月

か
ら
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
１
５
８
名
の
学
生
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
。

当
時
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
学
生
は
１
年
間
通

学
で
き
な
か
っ
た
。「
学
生
同
士
の
繋
が
り
が
ほ
し
い
」。
そ
ん
な

切
実
な
思
い
で
参
加
し
た
学
生
も
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

学
生
た
ち
は
４
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
、
広
報
発
信
の
企
画

立
案
を
始
め
た
が
、
何
も
か
も
が
手
探
り
だ
っ
た
１
期
生
の
活
動

は
決
し
て
順
調
に
は
進
ま
な
か
っ
た
。
大
学
改
革
の
中
で
、「
広

報
」
に
求
め
ら
れ
る
役
割
が
大
き
く
変
化
し
た
時
期
で
あ
っ
た
こ

と
も
要
因
の
１
つ
。
揺
れ
る
広
報
方
針
に
混
乱
し
て
、
学
生
が
途

中
で
活
動
を
や
め
て
し
ま
っ
た
り
、
企
画
が
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た

り
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

発
足
時
か
ら
現
在
ま
で
の
４
年
間
、
活
動
を
続
け
て
い
る
学
生

も
い
る
。
２
年
次
に
１
期
生
と
し
て
参
加
し
、
現
在
、
本
学
の
大

学
院
に
通
う
渡
邊
さ
ん
で
あ
る
。「
年
を
追
う
ご
と
に
、
先
輩
の
挑

戦
を
引
継
い
だ
上
で
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
き
た
の
で
、
活
動

の
幅
は
飛
躍
的
に
拡
が
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
の
活
動
が
ま
す
ま
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す
楽
し
み
で
す
」
と
渡
邊
さ
ん
は
話
し
た
。

3   「
大
学
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
」で
学
生
が
発
信

Ｊ
Ｗ
Ｕ 

Ｐ
Ｒ 

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
最
大
の
特
徴
は
、
専
用
の
発

信
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
作
成
す
る
の
で
は
な
く
、「
日
本
女
子
大
学
公

式
」
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ
ウ
ン
ト
お
よ
び
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
等
を
活
用
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
学
生
は
「
日
本
女
子
大
学

代
表
」
と
し
て
発
信
す
る
責
任
を
負
い
、
個
人
の
自
由
な
発
信
は

で
き
な
く
な
る
。
し
か
し
大
学
公
式
と
し
て
発
信
す
る
か
ら
こ
そ
、

そ
の
一
つ
ひ
と
つ
の
発
信
に
対
す
る
学
内
外
か
ら
の
反
響
は
大
き

く
、
学
生
は
そ
れ
を
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
１
つ
に
し
て
い
る
。

発
足
時
か
ら
本
活
動
を
見
守
っ
て
き
た
今
市
涼
子
理
事
長
、
篠

原
聡
子
学
長
も
「
最
近
の
Ｊ
Ｗ
Ｕ 

Ｐ
Ｒ 

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
活
動

は
、
ブ
ラ
ン
ド
価
値
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
」
と
口
を
そ

ろ
え
る
。
ま
た
新
入
生
か
ら
「
入
学
前
に
Ｊ
Ｗ
Ｕ 

Ｐ
Ｒ 

ア
ン
バ
サ

ダ
ー
の
発
信
を
見
て
い
た
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。

4   

日
本
女
子
大
学
の
明
日
を
共
に
創
る

こ
れ
ら
の
Ｊ
Ｗ
Ｕ 

Ｐ
Ｒ 

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
躍
進
は
、
学
生
の

主
体
性
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
学
園
の
教
育
理
念
「
自
学
自
動
」

に
も
通
ず
る
。「
自
ら
学
び
動
く
」
と
い
う
意
味
の
こ
の
言
葉
の
と

お
り
、
Ｊ
Ｗ
Ｕ 

Ｐ
Ｒ 

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
は
企
画
か
ら
発
信
ま
で
全

て
学
生
主
導
で
行
っ
て
お
り
、
現
在
手
掛
け
る
企
画
は
受
験
生
に

向
け
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿
、
卒
業
生
の
職
場
訪
問
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
動

画
投
稿
、
文
化
祭
出
展
、
学
内
掲
示
な
ど
と
多
岐
に
わ
た
る
。

日
本
女
子
大
学
に

と
っ
て
Ｊ
Ｗ
Ｕ 

Ｐ
Ｒ 

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
は
単
な

る
学
生
組
織
で
は
な
く
、

本
学
園
の
タ
グ
ラ
イ
ン

の
と
お
り
「
新
し
い
明

日
を
共
に
創
る
」
存
在

で
あ
る
。
ど
の
よ
う

な
明
日
を
創
る
べ
き
か
、

今
後
も
学
生
の
声
に
耳

を
傾
け
て
い
き
た
い
。
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成
蹊
大
学
に
は
、
学
生
が
主
体
と

な
っ
て
「
成
蹊
大
生
の
学
生
生
活
を

豊
か
に
す
る
」
を
目
標
に
広
報
活
動

を
行
う
、
学
生
広
報
委
員
会
が
あ
る
。

学
生
広
報
委
員
会
は
、
学
長
直
下

の
組
織
と
し
て
、
２
０
１
８
年
４
月

に
設
置
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
学
生
生

活
に
関
す
る
広
報
は
学
長
室
が
担
当

し
て
き
た
が
、
学
生
自
身
が
情
報
を

収
集
・
発
信
す
る
方
が
よ
り
効
果
的

で
あ
ろ
う
と
の
考
え
か
ら
、
委
員
会

が
立
ち
上
が
っ
た
。
数
少
な
い
学
長

直
下
の
組
織
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
定

期
的
に
森
雄
一
学
長
と
の
懇
談
の
場

も
設
け
ら
れ
る
。
時
に
は
、
森
学
長

の
関
心
の
高
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

直
々
に
取
材
依
頼
が
あ
る
こ
と
も
。

大
学
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
学
長
の
も
と

で
、
時
に
は
感
謝
や
激
励
を
受
け
て

活
動
す
る
こ
と
で
、
学
生
た
ち
は
強

い
使
命
感
を
持
ち
、
そ
れ
が
活
動
の
大
き
な
源
泉
と
な
っ
て
い
る
。

学
生
広
報
委
員
会
の
主
な
活
動
は
、
在
学
生
を
対
象
と
し
た
各

媒
体
の
制
作
全
般
（
企
画
、
取
材
、
撮
影
、
原
稿
作
成
、
校
正
等
）。

委
員
会
の
運
営
も
学
生
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
学
生
は
日
々
自
主

的
に
積
極
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
原
稿
の
最
終
確
認

や
活
動
予
算
の
管
理
等
、
委
員
会
の
支
援
は
学
長
室
が
行
っ
て

い
る
。

発
足
当
初
の
メ
ン
バ
ー
は
約
40
名
。
当
初
の
活
動
は
、
そ
れ
ま

で
学
長
室
で
制
作
し
て
い
た
学
内
広
報
誌
『ZELKO

V
A

』（
ケ
ヤ

キ
の
意
、
成
蹊
学
園
に
は
１
０
０
本
以
上
の
ケ
ヤ
キ
が
植
栽
さ
れ

て
お
り
、
ケ
ヤ
キ
並
木
は
学
生
の
み
な
ら
ず
、
市
民
の
目
も
楽
し

ま
せ
て
い
る
）
の
制
作
で
あ
っ
た
。『ZELKO

V
A

』
は
年
４
回

発
行
さ
れ
る
広
報
誌
（
約
24
頁
）
で
、「
成
蹊
探
訪
」、「Brilliant�

Student

」、「Looking�around�

吉
祥
寺
」
等
を
テ
ー
マ
に
、
当

誌
の
制
作
を
重
ね
て
い
っ
た
。

そ
の
後
、
Ｗ
ｅ
ｂ
媒
体
の
速
報
性
や
拡
散
性
に
着
目
し
、
２
０

１
８
年
10
月
よ
り
、
成
蹊
大
生
の
リ
ア
ル
な
ラ
イ
フ
を
伝
え
る
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ
ト
『Seikei�Realife

』
を
公
開
し
た
。
当
サ
イ
ト
で

は
、「
学
び
」「
課
外
活
動
」「
キ
ャ
リ
ア
」
等
、
学
生
生
活
に
関
わ

る
様
々
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
学
生
広
報
委
員
会
が
各
所
に
取
材

［成蹊大学］
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し
、
記
事
を
制
作
し
て
い
る
。
時
に
は
、
社
会
で
活
躍
す
る
本
学

卒
業
生
や
著
名
人
へ
取
材
を
行
う
こ
と
も
。
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普

及
に
合
わ
せ
て
、
２
０
２
２
年
３
月
よ
り
、
学
生
広
報
委
員
会
に

お
い
て
も
、
Ｘ
（
旧Tw

itter

）、Instagram

に
よ
る
広
報
を
開

始
し
た
。
直
近
で
は
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
紙
媒
体
の
発
行
意

義
が
見
直
さ
れ
、
２
０
２
３
年
７
月
よ
り
、『ZELKO

V
A

』
に

代
わ
っ
て
『SEIKEing

』
が
刊
行
さ
れ
た
。『SEIKEing

』
は
見

開
き
両
面
１
頁
で
構
成
さ
れ
、
Ｗ
ｅ
ｂ
媒
体
へ
の
誘
因
ツ
ー
ル
と

し
て
紙
媒
体
の
性
格
を
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
２
０
２
５
年
１
月

現
在
で
は
、
約
60
名
の
メ
ン
バ
ー
の
も
と
、「
成
蹊
大
生
の
学
生

生
活
を
豊
か
に
す
る
」
を
目
標
に
、
特
性
の
異
な
る
４
媒
体
（
紙

媒
体
『SEIKEing

』、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
『Seikei�Realife

』、
Ｘ
、

Instagram

）
を
通
し
て
、
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

発
足
以
来
、
学
生
広
報
委
員
会
の
広
報
活
動
は
多
く
の
反
響
を

呼
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
『Seikei�Realife

』

で
は
、
年
間
お
よ
そ
８
万
回
閲
覧
さ
れ
て
い
る
が
、
等
身
大
の
学

生
生
活
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
受
験
生
の
閲
覧
も
多
い
（
実

際
に
多
く
の
受
験
生
が
、
受
験
生
特
設
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
か
ら
、
こ

ち
ら
の
サ
イ
ト
を
訪
れ
て
い
る
）。
ま
た
、
紙
媒
体
『SEIKEing

』

で
は
、
基
本
的
に
在
学
生
向
け
の
広
報
物
で
は
あ
る
が
、
関
係
各

所
へ
配
付
す
る
た
め
、
教
職
員
や
卒
業
生
団
体
等
に
提
供
す
る
例

も
多
々
あ
る
。
や
は
り
学
生
の
視
点
で
制
作
し
た
広
報
物
は
独
創

性
が
高
く
、
そ
れ
故
に
在
学
生
の
み
な
ら
ず
、
多
方
面
か
ら
も
関

心
を
集
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
活
動
の
成
果
が
、
多

方
面
に
広
が
る
こ
と
は
、
学
生
に
と
っ
て
も
大
き
な
や
り
が
い
と

な
り
、
次
の
企
画
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。

な
お
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
『Seikei�Realife

』
は
現
状
大
学
広

報
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
ひ
と
つ
で
は
あ
る
が
、
前
述
の
と
お
り
、
当

サ
イ
ト
は
受
験
生
を
は
じ
め
と
し
た
学
外
者
の
関
心
も
高
く
、
将

来
的
に
は
大
学
広
報
の
中
核
を
担
う
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
。
こ

れ
は
、
新
た
な
媒
体
で
あ
る
Ｘ
や

Instagram

に
つ
い
て
も
然
り
で

あ
る
。
そ
こ
で
今
後
は
、
こ
れ
ら

媒
体
の
企
画
を
更
に
充
実
さ
せ
、

大
学
広
報
に
お
け
る
存
在
感
を
一

層
高
め
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め

に
は
、
学
長
室
も
学
生
広
報
委
員

会
に
多
様
な
機
会
を
提
供
し
、
学

生
の
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
て

い
く
所
存
で
あ
る
。
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し
、
記
事
を
制
作
し
て
い
る
。
時
に
は
、
社
会
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す
る
本
学

卒
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行
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と
も
。
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普

及
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０
２
２
年
３
月
よ
り
、
学
生
広
報
委
員
会
に
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Ｘ
（
旧Tw

itter

）、Instagram
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る
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を
開
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し
た
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の
流
れ
と
と
も
に
紙
媒
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の
発
行
意
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見
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れ
、
２
０
２
３
年
７
月
よ
り
、『ZELKO

V
A

』
に
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『SEIKEing
』
が
刊
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さ
れ
た
。『SEIKEing

』
は
見

開
き
両
面
１
頁
で
構
成
さ
れ
、
Ｗ
ｅ
ｂ
媒
体
へ
の
誘
因
ツ
ー
ル
と

し
て
紙
媒
体
の
性
格
を
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
２
０
２
５
年
１
月

現
在
で
は
、
約
60
名
の
メ
ン
バ
ー
の
も
と
、「
成
蹊
大
生
の
学
生

生
活
を
豊
か
に
す
る
」
を
目
標
に
、
特
性
の
異
な
る
４
媒
体
（
紙

媒
体
『SEIKEing

』、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
『Seikei�Realife

』、
Ｘ
、

Instagram

）
を
通
し
て
、
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

発
足
以
来
、
学
生
広
報
委
員
会
の
広
報
活
動
は
多
く
の
反
響
を

呼
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
『Seikei�Realife

』
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は
、
年
間
お
よ
そ
８
万
回
閲
覧
さ
れ
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い
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が
、
等
身
大
の
学
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知
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験
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験
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Ｗ
ｅ
ｂ
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イ
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ら
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こ
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イ
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い
る
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、
紙
媒
体
『SEIKEing

』
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が
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関
係
各
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。
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独
創

性
が
高
く
、
そ
れ
故
に
在
学
生
の
み
な
ら
ず
、
多
方
面
か
ら
も
関

心
を
集
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
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が
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加盟校の幸福度ランキングアップ 《学生広報編》
  

1   

学
生
と
共
に
育
む 

イ
ン
ナ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

京
都
橘
学
園
創
立
１
２
０
周
年・大

学
開
学
55
周
年
を
機
に
、「
た
ち
ば
な

学
生
広
報
ス
タ
ッ
フ（
以
下
、学
生
広

報
）」は
発
足
し
た
。現
在
、約
20
名
の

学
生
広
報
が
日
々
の
ニュー
ス
を
見
つ
け

る
た
め
、キ
ャン
パス
を
駆
け
回
って
い
る
。

開
学
時
は
、
文
学
部
の
み
の
単
科

女
子
大
学
で
あ
っ
た
が
、
２
０
０
５

年
の
共
学
化
以
降
、
社
会
の
要
請
に

応
え
ら
れ
る
教
育
を
め
ざ
し
幾
度
も

の
改
革
を
経
て
、
現
在
で
は
９
学
部

15
学
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
と
成

長
し
た
。
７
０
０
０
名
を
超
え
る
文

系
・
理
系
・
医
療
系
の
学
生
・
院
生

が
１
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
び
あ
い
、

多
様
な
価
値
観
を
交
差
さ
せ
、
独
自

の
文
化
を
形
成
し
て
い
る
。

前
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、
変
化
を
楽

し
む
風
土
が
根
付
い
て
い
る
一
方
で
、
本
学
の
特
徴
や
魅
力
を
社

会
に
広
く
認
知
し
て
も
ら
う
点
で
は
ま
だ
ま
だ
課
題
が
あ
る
。
そ

こ
で
、
広
報
活
動
に
「
学
生
の
視
点
」
を
取
り
入
れ
た
情
報
発
信

を
強
化
す
る
べ
く
、
学
生
広
報
が
誕
生
し
た
。

発
足
当
時
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
ク
ラ
ブ
・

サ
ー
ク
ル
活
動
が
制
限
さ
れ
、
地
域
と
の
交
流
の
機
会
も
激
減
し

て
い
た
。
大
学
は
、
教
育
や
研
究
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
多
様

な
仲
間
と
出
会
い
、
共
に
学
び
成
長
す
る
場
で
も
あ
る
。
先
行
き

不
透
明
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
学
生
た
ち
が
未
来
を
前
向
き
に
捉

え
、
新
た
な
挑
戦
に
踏
み
出
せ
る
環
境
を
つ
く
り
た
い
。
そ
ん
な

思
い
か
ら
学
生
広
報
の
活
動
は
ス
タ
ー
ト
し
た
。

2   

学
生
発
！
京
都
橘
ら
し
さ
溢
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

学
生
広
報
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
、

入
学
式
・
卒
業
式
・
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
サ
ポ
ー
ト
や
潜
入
レ

ポ
ー
ト
の
作
成
、
学
内
ニ
ュ
ー
ス
の
取
材
等
、
学
生
な
ら
で
は
の

視
点
で
大
学
の
魅
力
を
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
発
信
し
て
い
る
。
ま

た
、
学
生
主
体
で
ユ
ニ
ー
ク
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
展
開
し
て
い
る
。

①�
特
設
サ
イ
ト
の
開
設
：
学
生
広
報
の
発
信
基
盤
と
な
る
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト
を
制
作
。「
ワ
ク
ワ
ク
が
原
動
力
」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ

［京都橘大学］

石原 雅子　京都橘大学企画部広報課長

「ワクワクが原動力」学生広報の挑戦
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ピ
ー
に
コ
ン
テ
ン
ツ
を
発
信
し
て
い
る
。

②�

メ
ッ
セ
ー
ジ
ム
ー
ビ
ー
「
社
会
は
誰
の
も
の
？
」：�

学
生
が
社

会
に
対
す
る
想
い
や
未
来
へ
の
希
望
を
語
り
合
う
動
画
。
企

画
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
・
撮
影
・
編
集
ま
で
を
実
施
。

③�

学
園
応
援
ソ
ン
グ
「STO

RIES�2022

～
」：
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
・
河
口
恭
吾
氏
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
作

詞
・
作
曲
・
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
・

Ｐ
Ｒ
活
動
等
に
参
加
。

④�

た
ち
ば
な
フ
ァ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
：
キ
ャ
ン
パ
ス
で
育
っ

た
酢
橘
を
使
い
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ン
酢
を
開
発
。
販
売
開
始

１
カ
月
で
完
売
す
る
ほ
ど
の
人
気
商
品
と
な
っ
た
。

デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
世
代
な
ら
で
は
の
感
性
を
活
か
し
た
Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
コ
ン
テ
ン
ツ
企
画
は
広
報
活
動
の
大
き
な
推
進
力
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
学
部
・
学
科
・
学
年
を
超
え
た
メ
ン
バ
ー
で
構

成
さ
れ
る
学
生
広
報
チ
ー
ム
に
は
、
活
動
を
通
じ
て
一
体
感
が
生

ま
れ
、
主
体
性
や
行
動
力
、
仲
間
へ
の
思
い
や
り
も
育
ま
れ
て
い

る
。
学
生
広
報
の
運
営
は
、
広
報
課
の
若
手
職
員
が
担
っ
て
い
る
。

大
学
と
し
て
伝
え
た
い
情
報
と
学
生
の
リ
ア
ル
な
視
点
を
掛
け
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
互
い
に
新
た
な
気
付
き
が
得
ら
れ
、
相
乗
効
果

を
生
み
出
し
て
い
る
。

3   

主
役
は
学
生
。
未
来
に
楽
し
い
仕
掛
け
を
す
る
た
め
に

本
学
は
、
２
０
２
６
年
度
に
新
た
な
学
部
・
学
科
の
開
設
を
予
定

し
て
い
る
。
ま
た
、
留
学
生
の
増
加
と
共
に
、
今
後
さ
ら
に
、
多
文

化
共
生
の
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
と
進
化
し
て
い
く
。
そ
の
原
動
力
と
な
る

の
は
、
や
は
り
、
学
生
で
あ
る
。
学
生
が
生
き
生
き
と
学
び
、
成
長

す
る
姿
は
本
学
が
培
っ
て
き
た
文
化
の
象
徴
で
あ
り
、
そ
れ
を
可
視

化
す
る
こ
と
こ
そ
広
報
の
使
命
だ
と
感
じ
て
い
る
。

「
京
都
橘
を
も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」。
そ
ん

な
学
生
た
ち
の
熱
意
を
し
っ
か
り
と
大
切
に
受
け
止
め
な
が
ら
、

一
人
で
も
多
く
の
学
生
に
「
大
学
に
入
学
し
て
よ
か
っ
た
！
」
と

実
感
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
学
生
広
報
チ
ー
ム
と
共
に
、

ワ
ク
ワ
ク
す
る
情
報
を
発
信
し
続

け
て
い
く
。
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